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    私が、放送大学を始めたのは、
今から5年前です。社内の40歳研修
で、定年までの会社人生や、定年

後にいかに生きるべきかを考えさ

せられました。そして、仕事以外

に何か目標にむかってチャレンジ

しょうと決意し、放送大学に入学

しました。 

    しかし、働き盛りのこの時期
に、仕事と放大(勉強)の両立はなか
なか大変なものでした。毎日毎日

勉強しないとすぐに次の授業 (テレ
ビ/ラジオ) がきてしまいます。ま
た、予定していた面接授業が、仕

事の為に何度となく受講できな

かった事もありました。しかし、

何とか仕事と放大を両立出来た理

由は次の事があげられます。 

    第一に、目標を持つ。そして、
それを達成する為のスケジュール

を作る。私は、最初に｢4年間で卒
業する｣と言う目標を持ちました。

また、その為のスケジュールを作

りました。初年度に何単位とる、

次年度は、・・・。また、｢初年度

に何単位とる｣為には、1日何時間勉
強しなければならないのかを考え、

実施計画書を作りました。QC活動
で良く使用するものです。実施計画

書をもとに日々の進度状況をチェク

しました。日々の遅れは、週末に挽

回する様にしました。月々でスケ

ジュールチェクを確実に行い期末の

テストに備えました。結果的に、｢4
年間で卒業する｣という目標が5年に
のびましたが、目標を持つという事

は大切な事です。 

    第二に、時間を有効に使う。平均
すると、毎日１～２時間勉強しなけ

ればなりません。しかし、8：30～
21：00頃まで、仕事をしている私に
とって勉強の時間をみつける事は大

変なことでした。試行錯誤の結果、

朝の１時間と昼休みの30分を勉強の
時間にあてました。毎日毎日計画ど

おりに行いたいですが、なかなか思

うように行きません。その時は、週

末の土日で補う様にしました。

『ローマは1日にしてならず』で

行ったが、施錠してあり事務室

へ。そのまま意識を失い目が醒め

たらセンター長室のソファの上で

した。その後は近くの病院へ運ば

れました。職員の方には「こうい

う人は初めてです」と言われてし

まいました。やはり仕事の影響が

学習にも少なからずありました

が、そこは耐え忍ぶ事こそ肝腎と

自分に言い聞かせてきました。で

もこの程度の事は日常よくありま

す。皆様もいろいろ困難があろう

かと思いますが、学習も又楽しか

らずや終わってみればよい思い出

となり、今後の励みにもなってい

ます。 

 最後になりますが、4月から発
達と教育専攻に再入学しました。 

ますが、私のエピソードを幾つか書

かせていただきます。 

    通信指導や面接授業におけるレ
ポート提出では、忙しい時期と重な

ると時間がとれません。仕方なく出

張での電車の中でレポートの内容を

考え電車の揺れる中書いたことが多

くありました。案の定、返却された

レポートのコメントは「もっと字を

きれいに書くように」でありまし

た。 

    また、金曜日は職場の付き合いで
宿泊も止むを得ない場合がありまし

た。そのためほとんど一睡もでき

ず、現地からそのまま面接授業に出

席。土曜日は何とかもちこたえたも

のの、日曜日は１時限の途中でめま

いがして、まずいと思い保健室に

 数多くの人生の諸先輩と共に勉

学に勤しみ、仕事を抱えながらこ

の度卒業致しました。3年次編入学
で在籍期間が短く、また若輩者の

私がこのような感想を述べるのは

誠に恐縮ではありますが、同窓会

の方からのたっての依頼でありま

したので表題について思ったこと

を僭越ながら書かせて頂きます。 

 この大学の大きな特徴は、学生

の皆様が社会において他のいろい

ろな顔を持ちながらも学問に勤し

んでいるところだと思います。私

もその中の一人であり、日中は通

常の仕事をこなし、帰宅後或いは

休日に学生として勉強をするとい

う日々でした。私より仕事が忙し

い方も数多くいらっしゃると思い

す。日々の勉強が大切なのです。 

    第三に、友人を作ろう。放大に
入学と同時に｢放友会｣へ入りまし

た。入学したときは、10数名いた
仲間も今では2～3名です。しか
し、その友人とは、テストが終

わったときに食事をしながら、情

報交換をしています。私が5年間
継続できたのも放友会のメンバー

のお陰だと思っています。1人で4
年間継続するには、大変な忍耐力

が必要です。友人を作ることをお

勧めします。そのお友達とたまに

は飲みに行ったり、何処かに出か

けるのも良いでしょう。その時、

大変なのは自分だけじゃない、仲

間がいる。頑張っていこうという

気持ちがわいてきます。 

 私が、放大に行って得た最大の

収穫は、『自分に自信が持てた』

ということです。5年間かかった
ものの何かを成し遂げた。達成で

きた、と言う自信です。これから

も、この自信をもとに、次の目標

に向かってチャレンジしたいと思

います。 

放送大学と仕事の両立について    小林 貞二 

学習と職業の両立に思う         石井 正義 
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 私は物事を計画的に進めるとい

うのがどうも苦手である。そもそ

も計画を立てるということをあま

りやらない。仕事の日程などは手

帳に書き込むが、それは会社で決

まったことだからそうせざるを得

ないのであって、自分から計画し

ている訳ではない。 
そんな私だから放送大学での勉

強もゆきあたりばったりが多い。

通信指導は締め切り前になって慌

てて仕上げるのが通常で、ひどい

ときは間に合わせるために速達で

ということになる。単位認定試験

の日程は半年前からわかっている

のに、直前にならないと身が入ら

ず、毎度の「一夜漬け」である。仕

事やその他で少しは忙しいことも

あるが、それが主たる原因ではな

い。やはり計画性がないというか、

怠け者というか、せっぱつまらな

いと身が入らぬ性質なのである。 
 さて、その「一夜漬け」だが、そ

れでもけっこう何とかなるのであ

る。自分でも不思議なくらい、その

気になると短時間の付け刃でも

けっこう力を発揮できるのであ

る。これでずいぶん単位認定試験

をしのいできた。しかし所詮はそ

の場しのぎ、いつも通用するとは

限らない。 
 数学の計算問題はその理屈とと

もに、計算方法に習熟しないとい

けない。放送授業の中で、ある先生

はこれを｢腕力」と言っておられた

が、数学は「腕力」を鍛えないとい

けないのである。また、法律学のよ

うにあらゆる場合を想定し、細部

にわたって考察していくようなも

のはコツコツと頭に入れるしかな

い。こういうのは「一夜漬け」はき

かない。実際、私は数学と法学は単

位をいくつも落としてしまった。 
  「楽しいことにはすぐ取っ付く
が、苦しいことは続かない」のも私

の性質である。だから授業課目の

選択も「おもしろそう」が第一基準

である。特に面接授業は「なるほど」

と感心させられる「ちょっと変わっ

た知識」が手に入るので好んで取っ

ている。講師の先生の「経歴と個性」

といったものが伝わってくるような

「ユニークな授業」が実に楽しい。 
 「確率論」という科目がある。難し

くてとっつきにくい科目であるが、

面接ではポーカーゲームの｢役｣ので

きる確率を計算した。なるほど「ギャ

ンブラーは数学者か」。 
 ｢世はコンピューター時代｣という

ことで、「プログラミング入門」とい

う科目をとった。初心者にもプログ

ラムの初歩をやさしく教えてもらえ

るのだが、「求める解を取り出す式を

作ること、アルゴリズムが大切」と

か。「何か数学のようですね」と言っ

たら、「計算機ですから」と、なるほ

ど。 
 各地の学習センターに出かけるの

も楽しみである。集中面接で群馬学

習センターへ行ったとき、駅からの

途中に広瀬川があり、川沿いに「文学

の道」があった。萩原朔太郎や室生犀

星など前橋ゆかりの文人たちの文学

碑が遊歩道となって続いているので

あるが、すっかりそれにはまってし

まった。面接授業そっちのけで（一応

出席はしましたが)、この遊歩道と、途
中にある前橋文学館に入り浸りに

なってしまった。こんな風だから面

接授業のレポートもあまりよい評価

をもらったことは無い。大抵は「発想

は面白いが、努力が足りない」という

確かな評価である。 
 さて、私の計画性の無さがあらわ

れた極めつけは、卒業研究である。指

導いただく先生も決まり、テーマも

決まったとき、先生より、「仕事もお

持ちだしたびたび学校にくるのも大

変でしょうから、進行状況を２週間

に１回ぐらい手紙で知らせてくださ

い」とのことだった。 
 ところが私が先生に手紙を出した

のは、卒業研究の期間中に２回きり

という大ものぐさ。１１月１５日が

研究報告書の提出期限だったが、

報告書の原案ができたのがその１

週間前 で、先生に送ったところ、
「いまさら訂正する時間はないで

しょう」としぶしぶ（私が思うに）

認可された。 
 さて、その研究報告書を清書し

て、図やら表やらを付け、表紙をと

とのえて出来上が ったのは、締め
切り当日１１月１５日の朝だっ

た。もう郵送という訳にはいかな

い。とうとうその日は仕事を休ん

で千葉の本部まで提出に行くとい

うはめになってしまった。 
 ちなみに卒研のテーマは「原核

生物の構造と機能」というもの

だったが、後日の面接審 査の際、
「あなたの資料は古いのではあり

ませんか」と言われた。手近な資料

で作り上げたものだったのだが、

ここでも化けの皮がはがれてし

まった。 
 こんな有り様だったが何とか卒

業し、こりもせず今度は「社会と経

済」を専攻している。しかし性格と

いうものは変わらぬもの、相変わ

らず行き当たりばったりの行動

で、とっている科目は興味本位、単

位取得も専攻外のものばかりで、

いつになったら卒業できるかわか

らない状況になっている。けれど

も、このようにしなければ、続かな

いことはわかっている。気ままに、

ものぐさに、学びつづける。それが

私の方法である。 

気ままとものぐさ           藤田 重則 

 

 特集： 

 放送大学と仕事の両立 



東京湾の潮風にさらされている。多

くの仲間が路頭に迷い、或る者は職

場転換で各地に散った。誰もが将来

を案じ、自らの可能性を求めて勉強

し研修に励んできた。しかし、一度

経営再編の荒療治にぶつかると、

個々の努力も敢え無く潰されてし

まう。二人の学友は転籍の口らしい

が、職業と学業の両立はどうなって

いるやら確たる情報が絶たれてい

る。 
 経済成長率の乏しい数値を見る

につけ、定職に就けぬ仲間が哀れと

思う昨今である。まさかまさかと思

いつつ、遠くの火を眺めていた当人

に今、火の粉が覆い被さる非情に見

舞われる事となって、身も心も拉げ

砕かれているのであろう。友よ、挫

けるな。やがて嵐も去るであろう。

負けるな！ 仕事にも学習にも忍

 誰しも自分の行く手を遮られた

経験を多少なりともお持ちでしょ

う。事前に抑止し自助努力によって

前進したい。ところが今日の社会状

勢は容易には許さない。とりわけ企

業を取り巻く不況によって、そこに

生きる多くの人々が放り出され、更

に次なる道を探し求めてさまよい

続けている現状が哀しい。数々の苦

汁を舐めつつ耐え忍び、自らを奮い

立たせて企業に仕えなければなら

ぬサラリーマン、俗に言う不況とリ

ストラの波は厳しい。揺れ動く経済

の見通しがまだ見えぬ労働市場に

脅える多くの仲間に、朗報はいつ訪

れるのだろう。 
 実は、私が元勤めていた会社に、

当学に在籍する若い二人がいる。会

社の都合により工場が閉鎖されて、

今は裳抜けの殻と化し、建屋だけが

耐と努力が培われてきた君が、放

送大学という立派な畑で球根を脹

らませてきたではないか。その力

を大切にもっと脹らませ、良質の

芽が生えるまで頑張ろう。 
 働きながら学ぶという辛さは、

多くの人が語り体験もしている。

平穏な勤務のときでさえ学業と職

業の両立は難しい。でも、折角ここ

までやってきた実績を無にするの

は余りにも惜しい。辛抱強くやっ

てくれ！ 私は心から願ってい

る。声援を送る。 
 君達ばかりではない。リストラ、

不遇に喘ぐ学友もどこかで臥薪嘗

胆しておられるであろう。どうか

挫けずに学業を完うして、いつの

日か笑ってくれる事を期待し信じ

たい。 

 毎年１１月になると、東京の半蔵

門にある東条会館で、南極観測隊越

冬隊の壮行会が開かれる。私は南極

観測船「宗谷」乗組員として、昭和３

１年（１９５６年）の第１次観測隊と

翌年の第２次観測隊の輸送業務に従

事した。その関係で案内がくるので、

なるべく出席するようにしている。

昨年は１１月４日に開催された。 
 今回出発するのは、第４１次隊で

女性１名を含む４０名である。第１

次隊１１名を輸送してから、４０年

の歳月が流れたことになる。輸送業

務も海上保安庁（宗谷）から海上自衛

隊（ふじ、しらせ）に移り縁はうすれ

たが、感慨無量である。同時に自覚し

ているつもりでも、自分の高齢をあ

らためて知る思いである。参加者の

中には、南極観測業務の実現に努力

された各界の人も多く、いろいろな

エピソードをきくことができた。 
 氷に閉じ込められ氷原脱出に苦闘

した当時の事情を知る人も少なく

なった。「宗谷」には砕氷能力不足と

いう問題があったが、そのほかにも

隊員・乗務員をもっとも悩ませたの

は、船内の暑さと船の横揺れであっ

た。「宗谷」には冷房装置（エアコン）

と横揺防止装置はなかったのであ

立往生することになった。最悪の

事態が想定されるようになったと

き、ソ連の砕氷船「オビ号」に救助

され日本に帰ることができた。ソ

連の実力を思い知らされた感じで

あった。翌年の第二次隊の輸送は、

往路で氷に閉ざされ立往生するこ

とになったが、この時は米国の砕

氷船「バートン・アイランド号」に

救助され氷海を脱出した。観測業

務は断念、第一次越冬隊員のみ収

容し、タロウ、ジロウ等アイヌ犬は

基地に置き去りにして帰国したの

である。「宗谷」の砕氷能力がもう

少し大きかったら氷原の立往生

も、アイヌ犬の置き去りも避けら

れたかも知れないと思うと、実に

残念である。 
 平成９年秋、横浜港に停泊する

砕氷艦「しらせ」を見学する機会が

あった。機関出力、砕氷能力、空輸

力、横揺防止装置の設置、居住環境

の整備等すべての面で大巾なレベ

ルアップである。この艦で観測隊

の輸送業務に従事する人達にとっ

ては、「宗谷」の苦労など想像もで

きないだろうというのが、見学後

の感想である。 

(５ページに続く) 

る。当時、このような装置はまだ一

般化されていなかった。ただ、食糧

庫とアイヌ犬の小屋だけは冷房さ

れていたのである。 
 東京を出航した「宗谷」は、途中

シンガポールとケープタウンに

寄って南極洋に入ったが、熱帯海

域、印度洋を約１ヶ月エアコンなし

で航海する苦痛は体験しないと理

解できないと思う。室内のチョコ

レートが溶け変形したぐらいであ

る。いまでもチョコレートをみると

「宗谷」の船内生活を思い出すぐら

いである。 
 ケープタウンを出るとまもなく

暴風圏に入るが、暴風圏通過の数日

間は木の葉のように揺られっぱな

しである。６２度の横揺れを記録し

たのも暴風圏通過中である。隋伴船

「海鷹丸」（水産大練習船）の視界

から「宗谷」の船姿が時々消えたと

いう証言もあるぐらいである。船の

経験の少ない観測隊員にとっては、

死の苦しみであったに違いないと

思っている。空輸力の不足を補うた

め、できるだけ「オングル島」（基

地建設地）に近づこうとして、氷原

の奥深く入ることになったが、その

結果帰路厚い氷に閉ざされ、氷原に

  友よ挫けるな！        皆川 昭三 

南極観測の今昔          片岡久雄 
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 １９９０年代は次々と重要な遺

跡・遺物の発掘が行われ、古代史を

大きく変容させた年代ともいえる。 
放送大学の教材も古代史の一部と

して取り上げられていた考古学が、

「歴史考古学」、 「発掘された古代
日本」と、内容にもかなり変化が見

受けられる。そして 発掘により、 古
代の様が次々と明らかになり、 その
歴史観にも大きな変化が見られる

のは頗る興味が深い。最近、 二つの
大和地方の発掘状況を現地で見る

機会に恵まれたのでその所感を述

べてみたい。 
   まず、「ホケの山古墳」(桜井市箸
中、ＪＲ桜井線巻向下車徒歩１０分)
を訪れる。巨大な箸墓古墳の傍にあ

る前方後円墳である。この地方一帯

には纏向遺跡が広がり、 従来から大
和政権の成立に関わった地域とし

て関心がよせられていた。 
  墳丘の全長は８０ｍ、周囲には周
壕を巡らしている。後円部中央には

我が国最初の「石囲い木槨」が認め

られ、注目を集めている。その内部

には、コウヤマキ製の長大な刳り抜

き式木棺が収められており、古墳の

遺骸は、木の棺、木の部屋、石の部

屋というように三重に包まれてい

たのである。こういった古墳は従

来、例のみない形式で、木棺の底に

引かれたと、思われる水銀朱が今も

なおはっきり認められ、後漢の作と

みられる画文帯神獣鏡とよばれる

鏡が副葬されていた。古墳の築造年

代は箸墓古墳より古く、３世紀中葉

(4 ページから続く) 

 一方、現役を引退した「宗谷」は

現在東京品川にある「船の科学館」

前の桟橋に係留され、いつでも見学

できるようになっている。船内を一

巡しても、４０年前この船に２年間

乗船していたことがどうしても思

い出せないので不思議に思ってい

る。 
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と発表されているが、木棺片の放射

性炭素の年代測定では、３世紀前半

に遡る数値が出ており、それはまさ

に卑弥呼生存の年代である。 従来、
箸墓古墳の築造年代は３世紀末な

いし４世紀初頭といわれ、卑弥呼の

年代と半世紀の差があり、 その墓説
を否定されていたが、築造年代の見

直しの可能性も予測され、その結果

は邪馬台国大和説を裏付けること

にもなりか ねない。 又、古墳内部に
並ぶように、三百年位後の年代に築

造された横穴式古墳が発見され、そ

の形式から６世紀頃のこの地方の

首長の墓というような予測もでき

るという。 

    正式の調査を終わらないと正確
なことはいえないが、この最古の前

方後円墳は多くの歴史的な謎を秘

め、新しい古代史を決定づけるもの

かもしれない。   
次に、「飛鳥の亀型石像物」( 近
鉄橿原神宮駅からバス１０分飛鳥

大仏下車) を訪れる。村道建設のた
め、既に平成４年に階段状の石垣が

発見されていたが、今回の調査でそ

の石組の中央部に亀型とそれに続

く小判型の二基の石像物が発見さ

れた。 その亀のユーモラスな頭に古
代人の豊かな感性が読みとれ、 御影
石で作られた石像の切削面の鋭さ、

錘でこつこつと削って製作された

と想像される優れた技術に感心す

る。 最近、小判型の南側に石組の湧
水施設も発見され、その施設から小

判型へ、そして亀型へと水が流れる

仕組みが窺え、更にこの施設の南７

０ｍの丘の上に岡の酒船石がある。

既に江戸時代には、本居宣長は｢菅

笠日記｣でこの謎の石について検討

をしている。 酒を造るもの、薬を造
るものなどの説はあったが、 実体は
不明であった。現在の処、これらを

一体として水を流す祭祀の施設で

あろうとの説が有力である。 「日本
書記」斉明天皇二年の条に「復、嶺

の上に両つの槻の樹の邊に、観を起

つ。號けて両槻宮とす。・・・時に

興事を好む。廼ち水工をして渠穿ら

しむ。香山の西より、 石上山に至る。

舟二百艘を以て、石上山の石を載み

て、流の順に控引き、宮の東の山に

石を累ねて垣とす。時の人謗りて曰

はく、狂心の渠、功夫を損し費やす

こと、 三萬餘。垣造る功夫を費やし
損すこと、七萬餘・・・。」 と述べ
られる施設に該当するものであろ

う。 天理の傍から運んだと思われる
凝灰岩の石が、飛鳥川の河原の石と

階段状に組まれている。 
  何故、斉明帝は狂心の渠との謗り
をうけながら、多くの労力を費やし

施設を建造したのであろうか。斉明

帝の４年、５年、６年と蝦夷を討つ

ための兵船を奥州に派遣したこと

が｢日本書紀｣に記され、７年には百

済の王子からの要請をうけ、自ら新

羅を討つべく、正月６日、西征の旅

に船出している。「万葉集」に記さ

れる歌は、帝の戦に向かう心を高ら

かに歌い上げたものとされている｡ 
しかし、７月２４日に福岡の朝倉宮

で亡くなり、意志は果たせなかっ

た。この壮大な祭祀施設は神に戦の

勝利を祈り、倭の国の発展を祈願す

る為のものであろうか。又、｢日本書

紀｣に皇極帝が日照り続きに雨を降

らしたという記事があり、シャーマ

ン的な性格をもったと解されてい

る。さすれば神の託宣を受けるため

に壮大な祭壇を必要としたのかも

しれない。 老齢を推して、重詐した
のも、北に蝦夷、そして朝鮮半島に

おける新羅や背後の唐の脅威、まだ

まだ大和政権の基盤は脆弱であり、

呪術的要素が必要とされたのでは

ないか。中央集権国家を作り上げた

大和政権にとっても、そういった要

素を必要とした事実を物語ってい

るのかもしれない。発掘された飛鳥

の石像物は｢日本書紀｣という歴史

書の記述を証明するとともに、古代

国家の事情をも予測させる、重要な

発掘だといえると想う。 
 以上二つの遺跡・遺物の発掘か

ら、 古代史を推定してみた。調査中
なのでまだまだ先の発展も期待さ

れるが、これらの発掘によって古代

史が少しずつ鮮明になっていくこ

とは興味深いものである。 

最近の考古学発掘に想う       小林  公子 
  ―大和における二つの遺跡･遺物から 
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放送大生には当てはまらないので

はないか、とにわかにクレームが付

きそうである。茶化しているわけで

はないので誤解しないでいただき

たいのであるが、放送大生の多くは

決して若くはないし、そして人生経

験が多いので、これもまた決して、

直線的ではないし必ずしも純粋な

人でもないと思われる。しかしそれ

にもかかわらず、依然として「放送

大生は好奇心旺盛である」と噂され

る。 
    わたしは、ここではじめて好奇心
ということの概念を変えざるを得

ない事態に立ち至ったのである。つ

まり、好奇心は子供に特有なもので

なく、老いてなお盛んなものであ

り、直線的でなくむしろ曲線的な好

奇心であり得るし、いわば「いぶし

銀」の如くの好奇心が、放送大生に

は存在すると思われるようになっ

たのである。金ぴかでなく、奥深さ

を秘めた輝きの好奇心である。 
    いぶし銀で思い出したが、英語で
好奇心は curiosity と言い、この 
curio には骨董品という意味があ

    放送大生について、「好奇心が旺
盛である」という定評がある。面接

授業での質問が他の大学よりも圧

倒的に多いところに顕れている。ま

た、卒業研究のテーマがバラエティ

に富んでいるところにも見ること

ができる。このように例を挙げてい

けば、かれらの喜々とした顔があり

ありと浮かんでくる。放送大生のな

かに実に様々な好奇心が見られる

ことはまちがいない。 
    好奇心といえば、ふつうは子供の
専売特許であるかのように思われ

ている。「子供のような好奇心」と

形容されることが多い。事実、若い

ときの好奇心が高じて、学問の世界

に入っていく先生方の話をよく聞

く。だから、昆虫学者ファーブルが

学者人生モデルの最適例として挙

げられるのは、すごくよく理解でき

る。純粋な好奇心が出発点となり、

途中飽くことなき好奇心が必要で、

直線のように無限に導くような好

奇心こそ尊ばれることになってい

る。 
    たしかにその通りだが、それでは

る。英国ディケンズの小説に『Old 
Curiosity Shop(骨董屋)』というの
もある。つまり、好奇心はふつう「未

知の世界」へ向かって発揮されるも

のと考えられているが、この骨董品

の意味に顕れているように、じつは

むしろ「既知の世界」ヘ向かって発

揮される場合も多いことを知った

のである。また、 curio は、care に
つながり、「注意深い」という意味

も含まれているらしい。 
    さて、長くなってしまったが、こ
こでようやく今回言いたかったこ

とに行き着いたようである。じつは

ここで、経済学者ヴェブレンの言葉

を紹介したかったのである。それ

は、idle curiosity(怠惰なる好奇心)
という言葉である。idleというの
は、怠け者で役立たずという意味で

あり、ふつうは好奇心とは結びつき

ようがない言葉である。ところが、

放送大生の「好奇心」に照らせば、

たちどころにその意味が明確にな

ると、わたしには思われる。勿論放

送大生自身が idle なのではなく、
ここでの idle は、おもいっきり回
り道をしようということであり、紆

余曲折を楽しみながらの好奇心を

発揮することを指している。ところ

が、近代になって科学技術がこの好

奇心を利用し始めるようになると、

にわかに直進的で、役に立つ好奇心

が台頭することになってしまった

のである。このように、今日では好

奇心は怠惰なものだということは、

決してほめ言葉でも教訓でもない

のであるが、しかし厳然たる事実と

して考えると、今日であってもやは

り真の意味においては、好奇心とは

人生を半ばして、そのあとにやっと

わかるようになる道楽の心境のひ

とつと考えてよいのではなかろう

か。たとえ皮肉に聞こえようとも、

あえてわたしはここで、「放送大生

の好奇心は怠惰であれ」と言いた

い。そしてこの意味で、わたしは現

在でも放送大生の好奇心は非常に

旺盛であると考えているのである。 

放送大生の好奇心は旺盛か？       坂井 素思 
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 平成１２年度は活動の幅を広げ、

ターゲット・バードゴルフの練習を

定期的に行ない、放大の学生及び地

域の人達に、ターゲット・バードゴル

フの楽しさを広めたいと計画を立て

た。 
 ５月から毎月一回第４土曜日に、

屏風ヶ浦小学校の校庭を借りてター

ゲット・バードゴルフの練習を始め

た。レクサークルの活動計画は下記

の通りである。                 
１.バトミントン：毎週火曜日１８時
～２０時 大岡小学校体育館 
２. レクダンス、フォークダンス：毎
月曜日、第二、第四火曜日１３時

～１５時 神奈川学習センター 
３.ターゲット・バードゴルフ ：毎月
第四土曜日  9:30～12:00 屏風ヶ
浦小学校校庭 
４.ターゲット・バードゴルフ ： 年４
～５回（日曜日）神奈川県ター

ゲット・バードゴルフ協会、神奈

川県レクリエーション協会主催

の事業へ参加 
５.ターゲット・バードゴルフ ： 年２
回、放大かながわレクサークル主

催のイベントを県立三浦ふれあ

いの村で行なう。イベント名は、

「第○回三浦ふれあいの村ター

ゲット・バードゴルフ交流・競技

会」である。 
６.ウォークラリー、オリエンテーリ
ング：年１～２回 横浜市主催の

事業へ参加。 その他：神奈川学

習センターの前にある、大岡原っ

ぱを借りて、放大生と地域の人達

と～緒に、ターゲット・バードゴ

ルフを楽しむ事を計画し、９月よ

り実施出来る様に進めている。 
 レクサークル主催のイベントであ

る、「第四回三浦ふれあいの村ター

ゲットバードゴルフ交流・競技会」

は、平成１２年７月２日（日）開催予

定である。レクサークルの会員は、７

月１日（士)～２日（日）一泊二日の
日程に参加し、２日に行なわれる交

流・競技会の準備をし、当日は、ス

    平成１２年度に入り５月には総
会と神奈川学習センター新飯田所

長による講演会がありました。 
 
 これからの予定：１０月には

『横浜新発見』というテーマで｢み

なとみらい２１地区｣(桜木町)を中
心に出かけたいと思っています。

よろしかったらご一緒にいかがで

すか。月日は１０月２２日(日)で
す。お問い合わせ、ご希望の方は

西浦まで。Tel:045(781)4638 
 
 いろいろな方との出会い、心の潤

いと運動不足の解消になるような

行事をこれからも計画したいと

思っています。同窓会有志による

サークル「Shall We Dance？」と
「グランドゴルフ｣の会は続けてい

ます。ダンスは西浦、グランドゴル

フは金子までTel.045(621)3387 

きました。私はみんなに迷惑をか

けてしまい心苦しいところでした

ので、無事につくことができて「本

当に良かった」と気持ちよく言う

ことができました。やはり、経験の

ある方の意見は大事で人生の中で

もつねに参考にしなければならな

いのだと改めて思いました。私は

先輩方に習って色々な勉強をして

いきたいと考えております。たく

さんの事をこれからも教えてもら

いたいと思います。そして、このよ

うに経験をつんだら、今度は私が

次の世代に教えることができたら

うれしいと思います。 
 今回、体育実技の単位をとる目

的で参加しましたが、それも含め

て、日常生活と異なることをして、

心の休息をとり、リフレッシュす

ることができました。最後には、

ゴールして皆ともいっそう仲良く

なりました。次回の三浦ふれあい

の村で行われるレク活動でも、多

数の方が参加されることを願って

おります！ 

タッフとしてそれぞれの役割を担

うことになっている。一泊二日に

参加した会員は、体育実技として、

７月１日も練習をするので、１２

時間履修したことになる。（昼間５

時間×２＝１０時間、夜のレク活

動２時間）レク活動を楽しみなが

ら、地域の人達とのコミュニケー

ションをとりつつ、体育実技の単

位が取得できる、放大かながわレ

クサークルの会員になりません

か。 
連絡先 ：中島博子  
TEL＆FAX:（0467-83-8203） 
 
レク･サークル活動報告： 

「文明開化ウォークラリー」 
                     

デ ミヤギ アカカワ 
 カリナ ハツエ 

 
 平成12年5月21日に第１７回全
国一斉ウォークラリー大会が行わ

れました。題名のとおり参加者全

員が色々なクイズに答えながら７

キロメートルもの道のりを歩かな

ければなりません。参加者は放送

大学のレク・サークルのグループ

とか家族のグループとか様々でし

た。午前９時、参加者が立野小学校

に集合し、ウォークラリーのため

の地図をもらいました。その地図

はとても変わっていて右、左や階

段のような記号だけで記されてい

て、場所の名前はひとつも書かれ

ておりません。私には、クイズだけ

でも大変なのに、ましてやこの地

図では、無事にゴールにつくかど

うかたいへん不安でした。とりあ

えず参加者はグループに分かれて

ウォークラリーに出発しました。

しばらく進むと道がいくつかに分

かれていました。グループの人達

は、それぞれが違う方向に行こう

としていたので、私が方向を指示

しました。するとその道が間違っ

ていて、私たちは迷子になってし

まいました。でもこの時、先輩の方

が道を教えてくれて、チェックポ

イントに無事たどり着くことがで
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放送大学同窓会 

放大かながわレク・サークル 

学生団体・サークルのお知らせ  



 

神奈川学習ｾﾝﾀｰだより編集部 
発行者 : 新飯田宏 

編集者: 五十嵐、遠藤、星、 
加藤、松本 、皆川、吉田、 
斉藤、浅野、坂井 

 

・今回の表紙と中のイラストは、前回

に続いて好調な坂戸五葉さんに描い

ていただきました。また、学生の方

の原稿を募集しております。 

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

放送大学学生募集 
平成12年度第2学期 

・出願受付：平成12年6月15日 
～平成12年8月15 日 

・授業開始：平成12年10月1日 
・資料配布：平成12年6月15日から 
・興味のある方・入学を希望する方 

には、入学手続きや授業内容を記し 

ました募集要項と授業科目案内を無 

料でお送りします。はがき又は電話 

で、神奈川学習センターへ請求して 

ください。 

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

  放送大学神奈川学習センター 
  〒 232-0061 
  横浜市南区大岡 2-31-1 

  TEL:045-710-1910 
   FAX:045-710-1914 
  E-Mail:social@u-air.ac.jp 
 

  神奈川放友会は会員相互の交流
の輪を拡げて、親睦を図り､学習を援

助する学生団体で下記のサークル活

動をしています。 
  
・行楽と研修を兼ねた旅行 
･･研修旅行（大学本部・図書館等）  
･･旅にいこう会（行楽地・名所史跡

等） 
・学習に関する情報交換 
・会員相互の研究発表 
 
 ４月には､放友会に60名近くの新
しい仲間が加わりました。放送大学

での学生生活をより一層充実させ交

流の輪を拡げて行くつもりです。  
 
・行事予定（７月～１２月） 
 ７月１５日（土）月例会  
 ８月２７日 ﾌｪｽﾀ･ﾖｺﾊﾏ 
        (人間研と共催) 

 ９月１６日（土）～１７日（日） 

     放送大学本部一泊研修 
 １０月 入学者の集いで勧誘・ 

     歓迎会 
 １１月１９日 例会 
 １２月１６日 忘年会 
 
照会/入会申込 連絡先  
〒235-0023 横浜市磯子区森1-15-
1-810  吉田 昭二 
 Tel/Fax 045-752-2783 
 

人間学研究会 

神奈川放友会 

行事予定 

【例会予定】2000/07～10 
 7/16(日) 「何故、私は江戸に拘わ
るのか」高橋さん 

 8/27(日) 第14回ﾌｪｽﾀ･ﾖｺﾊﾏ 
 9/10(日) 卒業研究発表 鈴木さん
「藤沢市における在宅介護につい

第１４回フェスタ・ヨコハマ  

（神奈川学習センタ－学園祭）  

て」 

10/15(日) 謡曲を聴く 
 

【歩きましょう予定】 

○ 7/24(月) ～ 7/25(火) 「富士
登山」 

○ 8/ 4(金)～ 8/ 7(月) 「南アル
プス塩見岳登山」 

   伊那大島～三伏峠～塩見

岳往復～伊那大島 

○ 9/22(金) ～ 9/25(月) 「第１
４回おくのほそ道を歩く」 

   一関～岩ヶ崎～岩出山～

鳴子～尿前～堺田 

○11/ 3(金) ～11/ 5(日) 「第２
２回日本スリーデーマーチ」 

 

【歩きましょう】連絡先： 

   大出鍋蔵 0468(41)7937 

目 的 ： 教 職 員 と 学 生 相 互 の 親 睦 を は か り 、 交 流 の 輪 を 広 げ る  

日 時 ： ２ ０ ０ ０ 年 ８ 月 ２ ７ 日 （ 日 ） １ ０ 時 ３ ０ 分 ～ １ ５ 時  

場 所 ： 神 奈 川 学 習 セ ン タ － 講 義 室 及 び 講 義 室 前 空 き 地  

記念講演：小尾信彌前学長による「２０世紀宇宙論の５大ト

ピックス－ビッグバン宇宙の発見と展開を軸に－」 

１ ０ 時 ３ ０ 分 ～ １ ２ 時 ３ ０ 分 (質疑応答を含む)  第 八 講 義 室  

囲 碁 ・ 将 棋 大 会 ： 第 四 講 義 室 で ９ 時 ３ ０ 分 ～ １ ２ 時 ３ ０ 分  

俳 句 ・ 川 柳 大 会 ： 参 加 者 か ら そ れ ぞ れ 一 句 を 投 句 し て も ら い 、 参 加 者 全 員

の 投 票 に よ る コ ン テ ス ト （ 交 流 会 場 に 掲 示 ） ビ ン ゴ 大 会 及 び 交 流

会 ： １ ２ 時 ４ ０ 分 か ら 講 義 室 前 の 空 き 地 で バ － ベ キ ュ － や ゲ － ム を

し な が ら 、 交 流 会 を 開 催 致 し ま す 。  

参 加 券 ： 行 事 に 参 加 す る 場 合 は 参 加 券 が 必 要 で す 。 単 位 認 定 試 験 中 に 神 奈

川 学 習 セ ン タ － の 一 階 ロ ビ － で 販 売 し ま す 。 葉 書 で の 申 込 み も 受 付

ま す の で 、 神 奈 川 学 習 セ ン タ － に 御 送 付 下 さ い 。 当 日 売 り は 他 の 学

習 セ ン タ － の 人 に 限 ら せ て い た だ き ま す 。 一 人 一 枚 １ ０ ０ ０ 円 で

す 。 同 伴 の 小 児 は 無 料 。 多 く の 仲 間 の 御 参 加 を お 待 ち い た し て お り

ま す 。         第 １ ４ 回 フ ェ ス タ ・ ヨ コ ハ マ 実 行 委 員 会  

                （神奈川放友会と人間学研究会で構成） 


